
令和８年度 定例監査結果 

（消防本部、選挙管理委員会事務局） 

 
 
 １ 監査の期日  令和８年５月２７日 
 
 
２ 監査対象部門  消防本部（消防総務課、警防課） 
           選挙管理委員会事務局 
 
 
３ 監査の範囲  財務に関する事務の執行状況 
          （令和７年度会計 令和８年３月３１日現在） 
 
 
４ 監査の着眼点  市の財務に関する事務及び事業等が法令等に準拠し、適正に行わ

れているか、また経済的、効率的な執行が行われているか等に主眼

を置き監査を実施した。 
 
 
５ 監査の実施内容  あらかじめ提出された資料に基づき、関係職員から予算及び事務

事業の執行状況について説明を求め、監査を実施した。 
 
 
６ 監査の結果  別紙のとおり 
 



消防総務課

(１)  組織及び事務

　　ア　職員の配置状況 人

　　　消防総務課 （(7人）

　

　　　中央消防署 (60人）

　　くぬぎ山消防署 (25人）

　　　鎌ケ谷消防署 (42人）
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　　イ　事務分掌

　　（ア）消防総務課

　　　　ａ　庶務係

　　　　　　　人事に関すること、文書及び公印に関すること、消防委員会に関すること、

　　　　　　用度に関すること、本部の庶務に関すること。

　　　　ｂ　企画管理係

　　　　　　　消防事業の企画・立案及び調整に関すること、消防資機材の整備計画及び

　　　　　　研究に関すること、財産に関すること、緊急車両に関すること。

　　（イ）中央消防署

　　　　ａ　消防係

　　　　　　　水火災の警戒及び防御に関すること、消防水利施設の調査及び保全に関す

　　　　　　ること、警防査察に関すること、救助活動に関すること、救助機械及び器具

　　　　　　の管理保全に関することなど。

　　　　ｂ　予防係

　　　　　　　立入検査及び防火指導の実施に関すること、火災予防の広報及び普及に関

　　　　　　すること、各種団体等の消防訓練実施に関すること、火災原因等の調査に関

　　　　　　すること、署の火災予防統計に関することなど。

　　　　ｃ　救急係

　　　　　　　救急活動に関すること、医療機関の調査に関すること、救急機械及び器具

　　　　　　の管理保全に関すること、署の救急統計に関すること、救急搬送証明に関す

　　　　　　ること。

　　（ウ）くぬぎ山消防署

　　　　ａ　消防予防係

　　　　　　　水火災の警戒及び防御に関すること、消防水利施設の調査及び保全に関す

　　　　　　ること、立入検査及び防火指導の実施に関すること、火災予防の広報及び普

　　　　　　及に関すること、火災原因等の調査に関することなど。

　　　　ｂ　救急係

　　　　　　　救急活動に関すること、医療機関の調査に関すること、救急機械及び器具

　　　　　　の管理保全に関すること、署の救急統計に関すること、救急搬送証明に関す

　　　　　　ること。

　　（エ）鎌ケ谷消防署

　　　　ａ　消防係

　　　　　　　水火災の警戒及び防御に関すること、消防水利施設の調査及び保全に関す

　　　　　　ること、警防査察に関すること、火災、救急その他の災害情報の収集に関す

　　　　　　ること、消防通信施設及び設備の管理保全に関することなど。

　　　　ｂ　予防係

　　　　　　　立入検査及び防火指導の実施に関すること、火災予防の広報及び普及に関

　　　　　　すること、各種団体等の消防訓練実施に関すること、火災原因等の調査に関

　　　　　　すること、署の火災予防統計に関することなど。

　　　　ｃ　救急係

　　　　　　　救急活動に関すること、医療機関の調査に関すること、救急機械及び器具

　　　　　　の管理保全に関すること、署の救急統計に関すること、救急搬送証明に関す

　　　　　　ること。
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(２)  予算の執行状況

　　歳　　入

　　歳　　出

(３)  監査の結果

　　　　監査した限りにおいて、おおむね適正と認められるが、任用事務において一部に注

　　　意事項が検出された。
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警　防　課

(１)  組織及び事務

　　ア　職員の配置状況 人

　　イ　事務分掌

　　（ア）警防係

　　　　　　水火災の防御計画に関すること、消防相互応援協定に関すること、消防水利

　　　　　の維持管理、整備及び消火栓補償に関すること、開発行為等の消防施設指導に

　　　　　関すること、消防団に関することなど。

　　（イ）救急救助係

　　　　　　救急救助の活動計画に関すること、救急相互応援に関すること、救急救助に

　　　　　関する研究及び訓練に関すること、救急救命講習に関すること、救急救助の統

　　　　　計に関することなど。

(２)  予算の執行状況

　　歳　　入

　　歳　　出

(３)  監査の結果

　　　　監査した限りにおいて、おおむね適正と認められた。
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選挙管理委員会事務局

(１)  組織及び事務

　　ア　職員の配置状況 人

　　イ　事務分掌

　　　　　定例会議に関すること、裁判員候補者予定者の選定に関すること、検察審査

　　　　員候補者予定者の選定に関すること、選挙人名簿及び在外選挙人名簿の調製及

　　　　び保管に関すること、各種選挙の執行管理に関することなど。

(２)  予算の執行状況

　　歳　　入

目

４節

選挙費委託金

１節

雑入

3

事務局長 1 次　長 1 局　員 1

科 予算現額 調 定 額 収入済額 収入未済額

18款３項１目

総務費県委託金 99,364,000 69,021,811 49,632,920 19,388,891

23款４項５目

雑入 0 7,725,152 7,725,152 0

計 99,364,000 76,746,963 57,358,072 19,388,891
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　　歳　　出

目
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(３)  監査の結果

　　　　監査した限りにおいて、一部に指摘事項が検出された。

　　　【指摘事項】

　　　　会計年度任用職員の任用通知において、勤務時間、休日等の労働条件に関する必

　　　要事項が欠落していた。また、出勤簿の押印漏れ、記載誤りが散見されるなど勤務

　　　実績の管理に不備が認められ、本来支給すべき額と支給された額に相違が生じてい

　　　た。当該事案について速やかに精査するとともに、適正事務の確保に向け体制を強

　　　化されたい。

科 予算現額 支出済額 予算残額 支 出 率

２款４項 円 円 円 ％

選挙費 4,637,000 3,884,402 752,598 83.8

405,000 100,138 304,862 24.7

62.1

52,513,000 46,407,673 6,105,327 88.4

38,660,357 12,673,123 75.3

54,163,000 33,618,294 20,544,706

計 163,051,480 122,670,864 40,380,616 75.2

51,333,480
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